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議 会 広 報 広 聴 特 別 委 員 会

発行責任者（議長） 𠮷澤康広
「音で聴く議会だより」
「動画で見る議会だより」
議会ＨＰで公開中！

高 齢 者 や 視 覚 の
弱い方にも配慮した
ユニバーサルデザ
インフォントを使用

委員
里見夕子・浅見玲子
吉田林藏・津久井大雄
久保鷹矢・権田孝史

委員長
鈴木詠子

副委員長
本間政道

６月２日（火）開会予定
次回定例会は

請願・陳情はいつでも受け付けています。
６月定例会報告分は５月12日（火）午後５時
までに議会事務局へご提出ください。

（郵送可・必着）　

（日程は変更になる場合があります）
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平議員このテーマ、以前も質問追跡！

持続可能な農業の
実現に向けて…

あるべき農業構造の
転換 
問 農地利用「地域計画」
は地域との合意形成は
できたのか。計画の基盤
整備と言える農地の集
約化につながる農地中
間管理事業及び農業従
事者の高齢化と後継担
い手問題等、構造転換
が望める内容になってい
るか伺う。
関係機関の一体化
が必要 
答「地域計画」は従来の

人・農地プランを法定化
したものである。地域の
農業者や町・農業委員
会などの関係機関が一
体となり、計画の完成度
を高めていくことで構造
転換は十分に望めると考
えている。

R5.6月議会・R6.12月議会
R7.3月議会

農村産業法との連動を要望する
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子議員このテーマ、以前も質問追跡！

ヘルプシールでつな
がる「支え合う町」に

より柔軟なシールに 
問 ヘルプマークは外見
からは分からない障害な
どを周囲に伝え、社会全
体で見えない困難に気
づき、支え合う文化を育
む重要な役割を果たし
ている。当町でも障害の
有無にかかわらず配布
しているが、より柔軟に
使える「ヘルプシール」を
導入する考えはあるか。
まずは理解周知に
努める 
答 現在、ヘルプマーク

と一緒に配付されている
シールの活用をまずは
働きかけ、より柔軟に使
用できるシールの導入
について、今後検討する。

秩父市ではオリジナルシールも配布

稲
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山良
よ し ふ み

文議員このテーマ、以前も質問追跡！

峯岸町長２期目の
挑戦へ力強い決意

第７次総合振興計画
と町の将来像 
問 保育料無償化や体育
館への空調整備などの
施策を展開する一方、次
の10年を見据えた第７
次総合振興計画はどの
ような考えで取り組まれ
るのか。町の将来像を
見据えた峯岸町長の2期
目の決意を問う。
現役世代への強力な
支援と経済の循環 
答 2期目は不退転の決
意で臨む所存。一番肝

要なのは現役世代を力
強く支援し、可処分所得
を増やすこと。企業誘致
で財源の確保を図り、社
会あまねく富を回し、町
全体の底上げを図る好
循環を作っていきたい。

現役世代への支援「給食費無償化」
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議員このテーマ、以前も質問追跡！

新規就農者へ
町独自の経営支援を
終了後２年間の

「支援」を  
問 新規就農者は、資材・
農機具等の物価高騰の
影響が大きく「経営開始
資金」だけでは就農経営
が成り立ちません。「経
営開始資金」終了後に、
２年間の期間限定で町独
自の経営支援ができな
いか。
現在のところ
考えていない 
答 国が令和８年度当初
予算で支給額を１か月当

た り13万7500円、 年
間165万円（15万円の
増）で調整していること
から、現在のところ考え
ていない。

R5.3月議会・R6.3月議会

農業を続けたいが収入が…

原
はらぐち

口　孝
たかし

議員このテーマ、以前も質問追跡！

儲かる町づくりに
企業誘致が重要だ

戦略的企業誘致の
重要性 
問 企業誘致はまちづく
り。運営の貢献度が高く
開発はスピーディーな推
進が重要である。税収増、
雇用や移住定住の促進
に対する戦略的計画が
必要ではないか。
土地利用を
計画的に推進 
答「先端技術を生かし
た産業活用地域」及び

「新たな産業・活力を育
成する地域」として町内

21か所を企業推進地域
に定めている。社会情勢
の変化に柔軟に対応す
るために、推進地域を適
宜追加する考えで対応
する。

R6.６月議会・R6.12月議会
R7.６月議会・R7.９月議会
R7.12月議会

全区画誘致完了、桜沢の産業団地

 訃報   岡
おかもと

本安
やすあき

明議員 逝去
　去る３月24日、
寄居町議会議員、
岡本安明氏（享年
71歳）が逝去され
ました。
　岡本安明議員は、
平成19年５月に町
議会議員に初当選

され、その後、町議会正副議長、文教厚生常
任委員会正副委員長、議会運営委員会副委員
長等の要職に就かれ、地方自治の推進と町の
発展のために尽力されました。
　温厚で優しいお人柄で、常にご自身の信念
を強く持ち続け、５期19年の議員活動を真摯
に全うされました。
　71年の生涯を閉じられた故岡本安明氏の生
前のご功績をたたえるとともに、心からご冥
福をお祈りいたします。

E D I T O R S  N O T E , 1 2 0一 般 質 問 と い う 名 の 政 策 提 議

「厳しい意見も忖
そんたく
度な

くリアルに掲載」が寄
居町議会だよりのモッ
トー。常に未来は今、
足下から始まる。町民
の「真実の声」を聴く
ために今日も取材に走
る。町の未来を共につ
くるため、次は1001
人目のあなたのもとへ。
（鈴木）

次は1001人目のあなたのもとへ
「町政の主役は町民」。
だからこそ、町民の代表である議員が
直接取材をする。この「当たり前」を
続けてきたことが、議会だよりそのも
のの評価「全国町村議会議長会 広報
コンクール 10年間で6回の日本一（最
優秀賞受賞）」にもつながった。

令和7年度コンクール
応募331紙で優良賞
第 4 位の No.114
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